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公益財団法人 がんの子どもを守る会 



――毎年2月15日は「国際小児がんの日」です。 
 
 

毎年世界中で17万5千人もの子どもたちががんと診断され、 

そのうちのおよそ9万人の子どもたちが幼い命を奪われています。 

 

こうした厳しい現実を知ってもらう目的で、国際小児がんの会

（CCI）は、毎年2月15日を「国際小児がんの日」とし、2002年

以来、世界中の団体と連携してさまざまなキャンペーンやイベント

を実施しています。 

 

当会もこの趣旨に賛同し、2011年度よりこの日に合わせて、 

小児がんの啓発に努めてまいりましたが、2013年度より、新たに

「国際小児がん月間」を設け、本部・支部、会員、ボランティア、

支援者が一体となり、全国一斉に小児がん啓発キャンペーンを展開

しています。 

 

2014年度は、これらに加えて、丸紅財団からの助成により小児が

んの子どもたちが描いた絵をモチーフにした啓発パネルと啓発カー

ド（絵柄4種）を作成し、全国の小児がん啓発ツールとして活用して

いただきました。 



チラシを8500部作成し、 
当会の会報誌「のぞみ」が発送される2月に 
全国に配布しました。 



国際小児がんの日オリジナルTシャツ 
 
当会でオリジナルTシャツを制作。大人サイズ（S／M／
L）は2,000円以上のご寄付で1枚、子どもサイズ
（120／140）は1,000円以上のご寄付で1枚の頒布を
しました。 
 
合計約460枚のご協力を得ました。 



啓発カード 
個人の方はじめ、全国の自治体や医療機関、教育機関
など様々な場所に配布と設置をいたしました。合計約

36,000枚のご協力を得ました。 

＜表面＞ ＜裏面：4種類＞ 



オリジナルポケットティッシュ 
当会でオリジナルポケットティッシュを20,000個制作
し、啓発活動に活用しました。 







主な広報／リリース先（本部） 

• 厚生労働省（理事長、事務局長による直接訪問） 
• 小児がん拠点病院（メールにて案内） 
• 他、当会HPにてCCIと共同で“8 Reasons Childhood 

Cancer Should Be A Global Child Health 
Priority”.「小児がんを世界の子どもの医療政策上、優
先すべき8つの理由」の日本語を掲載した。 

   

取り挙げのあった主なメディア（当会支部） 
 
・宮城支部 
 宮城県ホームページ 
 
・新潟支部 
 新潟日報（紙面）、NHK 
 
・福井支部 
 毎日新聞（紙面）、福井新聞（紙面）、日刊県民
福井（紙面）、福井テレビ、RCNケーブルテレビ、
ラジオ出演、福井県済生会病院ホームページ 
 
・九州北支部 
 毎日新聞（紙面）、西日本新聞（紙面） 
 
 



支部でのイベント 



北海道支部 
 

2/26（木）～27（金） 
北海道庁 

展示の様子 

2月28日に北海道庁1階ロビーにて小児がん啓発活動を行いまし
た。小児がんの子どもたちが描いた絵画展を開催し、北海道民へ
小児がんについての理解の働きかけを行いました。 



宮城支部 
 

2/15（土） 
宮城野区中央市民センター 
2/9（月）～2/20（金） 

宮城県庁1階ロビー 

宮城県庁1階ロビーにて宮城県がん対策班主催、宮城支部の協力
による国際小児がんの日にちなんだ絵画展を開催しました。 



福島支部 
 

3月22日（日） 
イオン福島店 

 

福島支部ではイオン福島さんのご協力の下、啓発キャンペー
ンを行いました。買い物に訪れたお客様から、たくさんの善
意をいただきました 
 



富山支部 
 

2/15（土）フューチャーシティ 
ファボーレ 

国際小児がんの日の2月15日（土）に、富山県で一
番大きいフューチャーシティ ファボーレにて、啓
発活動を行いました。 
 
当日は、富山県庁健康課のご協力を得、県知事のご
承認もいただきました。 
 
富山県総合衛生学院、富山大学の学生さんたちにも
ご協力いただき、約1000個のオリジナルポケット
ティッシュと小児がん啓発カードを配布しました。 
 



新潟支部 
 

2/15（土）イオンモール新潟南 

イオンモール新潟南2階未来屋書店前にて、啓発活動をし
ました。その様子は、記事やテレビにも取り上げられ、広
く小児がんについて関心を持っていただく機会になったと
思います。 

活動風景 

新聞記事 



関東支部 
 

3/26（木）押上駅前 

本部の啓発キャンペーンに参加しました。本部開催では
唯一屋外のキャンペーンでとても肌寒い日でしたが、道
行く人々のご厚意を感じながら500人ほどの方に啓発
カードとオリジナルティッシュをお渡ししました。 



長野支部 
 

2/21（土） 
長野県こども病院南会議室 

2/28（土） 
安曇野市社会福祉協議会 

豊科支部支え合いセンター「にし」南会議室 
 

2月21日（土）と2月28日（土）の2日に分けて、
国際小児がんの日にちなんで、お茶会とバザーを開
催しました。 
その間、当会のパネルの展示、パンフレット、啓発
カード、オリジナルポケットティッシュの配布もし
ました。 
2月21日は患者家族や医療関係者、2月28日は一
般の方を中心に 各日約100名が参加していただき、
和気あいあいとした雰囲気にあふれた集いと啓発活
動となりました。 
 
 



静岡支部 
4月5日（日）10:00～15:00

長泉＆裾野交流イベント 
「サクラサクマツリ」 

午前10:00（会場集合は9:00）より、長泉町と裾野市の
住民交流イベント「サクラサクマツリ」にて、募金活動等
を行いました。 
朝方は天候が悪く、開催が危ぶまれましたが、無事雨は止
み、決行できました。 
支部幹事の他、3名の地元ボランティアの計6名で行いま
した。 
「マツリ」のステージでは、マイクで当会についての説明
や啓発も行いました。 
ぐずついた天気にも関わらず、会場には約2000人程の来
場者があり、とても賑やかな雰囲気の中、募金に協力して
いただきました。 

 



東海支部 
2月15日（日） 
 ウインクあいち 

ウインクあいち1208会議室をお借りし、 
 
■病棟の子どもに笑顔を届けるバルーン（風船）づ
くり体験 
 
■語る会（参加者同士で、感想や小児がん支援のこ
とを語り合う） 
 
を行いました。 
 
ご参加された皆さまからは募金をお預かりいたしま
した。 



関西支部 
 
2月21日（土）総本山 四天王寺 

2月21日は、推古天皇元年（593）に建立された日本仏
法最初の官寺である四天王寺にて、啓発活動や募金活動
をさせていただきました。 



福井支部 
 

 ・1/30～2/16（月）アピタ敦賀店 
・2/15（土）フェアモール福井 

国際小児がんの日の活動が福井県のRCNケーブルテレビの番組
でも取り上げられました。 

活動風景 
新聞記事 

ラジオ出演 



岡山支部 
 

2月21日（土）JR岡山駅前 

JR岡山駅東口にて、啓発カードとオリジナル
ポケットティッシュ各1000部を配布しました。 



愛媛支部 
 

2/15（日） 
 フジグラン重信 

昨年同様、東温市のイメージキャラクター「いのとん」も駆け
つけていただき、相変わらずの人気者でした。 

総勢15人で、国際小児がんの日のキャンペーン活動を実施し
ました。小児がん診療に携わる先生方も、応援に駆け付けてく
ださいました。 



広島支部 
2月15日 

ヤマダLABI広島前 

ヤマダLABI広島前で募金活動や啓発カードの配布を行いま
した。会場には絵画パネルを立てて目立つようにしました。 



高知支部 
 

2/15（日）高知会館  

高知会館にて、国際小児がんの日啓発キャンペーンと高知
小児がんフォーラムを開催しました。会場入り口で啓発
カードとオリジナルポケットティッシュを各々200部配布
しました。 
 



香川支部 
2月18日（水） 

四国こどもとおとなの 
医療センター 

 

活動の様子 

多くの方に小児がんの啓発カードやティッシュ
などを手に取っていただき、募金にもご協力い
ただくことができました。 



九州北支部 
 

2/28（土）～3/1（日）  
 ゆめマートうきは 

3月1日正午過ぎから、メッセージを付けた1000個の赤い風船飛ばし
をしました。前夜からの雨にも関わらず、多くの方が応援に駆け付け、
ヘリウムガスで風船を膨らませ、紐を付ける作業を行っていただきま
した。 

新聞記事 



九州西支部 
 

2/15（日）ゆめタウン夢彩都  

ゆめタウン夢彩都証明玄関前にて、支部幹事の他、ボラ
ンティアを加えた総勢10名のスタッフで小児がんの子
どもたちの絵画の展示と啓発カードの配布、募金活動を
行いました。 
 
ボランティアに参加してくれた子どもたち（小学生～高
校生）による元気な声掛けのおかげでたくさん準備して
いた配布は早々に終了。また、たくさんの人々から浄財
をいただきました。 
活動終了後は、スタッフの反省会を兼ねた昼食。ゆめタ
ウン夢彩都店内のピザ店で舌鼓を打ちました。 



宮崎支部 
 
2/28（土） 若草通り商店街 

JR宮崎駅に程近い若草通りアーケード街の
「街市」にて、啓発活動を行いました。 

宮崎大学医学部の学生さん5名もボラン
ティアとして参加くださり、バルーン
アートでブースを盛り上げてくださいま
した。 



本部でのイベント 
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 ・トレッサ横浜  
      2月15日 
 ・イオンモール船橋／新船橋
駅前／京成船橋駅構内 
      2月26日 
   

トレッサ横浜での活動風景 

京成船橋駅構内での活動風景 



大阪難波高島屋前での活動風景 

イオンモール東久留米での活動風景 

押上駅前での活動風景 

 ・イオンモール東久留米  
      3月14日 
 ・押上駅前 
      2月12日 
 ・大阪難波高島屋前 
      3月8日 
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小児がん経験者有志
による街頭活動 

2月15日 
 

有楽町駅周辺にて、小児がんを経験した方々による街頭啓発・
募金活動が行われました。パワーあふれる呼びかけで、たくさ
んの方に募金をいただき、小児がんのことを知っていただくこ
とができたと思います。 

活動の様子 



ご支援について－いくつか紹介します 

主な支援企業や団体など 
 
多数の個人さまはじめ、企業でも社員さまのご支援をいただ
き多数ご協力くださいました。 
 
 大阪母子保健総合医療センター 血液・腫瘍科 
 （Tシャツ9枚） 
 清水建設株式会社 
 （Tシャツ6枚、啓発カード80枚） 
 株式会社なゆた 
 （本部の啓発・募金活動のご協力、Tシャツ9枚） 
 日本生命保険相互会社 
 （社内チャリティバザー開催、Tシャツ27枚） 
 日本チャールス・リバー株式会社 
 （Tシャツ35枚、啓発カード200枚） 
 特定非営利活動法人シャイン・オン・キッズ 
 （ホームページにて、本啓発キャンペーンの紹介を掲載） 
 イオンモール川口前川 
 （啓発カード、キャンペーンチラシ各200枚を設置） 
 イオンモール与野 
 （啓発カード、キャンペーンチラシ各200枚を設置 
 東京国際フォーラム 
 （キャンペーンチラシ及びゴールドリボンチラシ各200枚
を設置） 
 聖路加国際病院親の会リンクス 
 （院内イベントにて啓発カード配布 
 他 

オリジナルTシャツを購入いただいた大阪府立母子保健総合医療セン
ター血液・腫瘍科の先生方 



終わりに 

4年目に入った今年は、2月15日～3月31日
をキャンペーン期間とし、昨年に引き続き、
全国一斉キャンペーンを開催いたしました。
さらに、小児がんの子どもたちの絵をモチー
フにした啓発カードの配布や啓発パネルの展
示をしたことで、小児がんについてより一般
の方々に目に留めていただく工夫をいたしま
した。 
 
1か月半のキャンペーンでしたが、本当に多く
の方の支えやご支援をいただくことができた
と実感しており、大変感謝しております。 
 
そして何より、この機会を通じてこれまでご
支援いただいていた皆さまと更に深いつなが
りができたこと、そして新しいご縁ができた
ことは当会にとっての財産となりました。 
 
今後も小児がんの患児家族のために、鋭意活
動をしてゆきたいと思いますので、今後とも
ご支援いただきたくお願い致します。 
 
国際小児がんの日のキャンペーンへのご協力、
ありがとうございました。 
 
公益財団法人  
がんの子どもを守る会 一同 
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